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一般質問
　伊藝菊博Ｐ２／前田健次Ｐ３／松田健人Ｐ４／外間慎仁Ｐ５／仲村広美Ｐ６
　伊藝直樹Ｐ７／池原政文Ｐ８／與那城直也Ｐ９／吉野　潤Ｐ１０
　大城政敏Ｐ１１／大城一之Ｐ１２／仲間トムＰ１３／崎浜秀幸Ｐ１４
　令和３年第５回（９月）定例会・第６回（１１月）臨時会等

きんてん（均霑）とは…「均しく霑う」という意味で、町民が等しく行政の恩恵を受けられるよう町民代表の議決機関の使命を踏
まえて昭和 55年の発行第 1号の際に命名しました

ひと うるお

ブルー・ビーチ入口と福花原（フックヮバル）を結ぶ町道金武２５１号線が部分開通した。右側はタームパークゴルフ場
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伊
藝
議
員
　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

仲
間 

一 

町
長
　
１
〜
３
月
の

活
動
時
期
に
町
か
ら
各
農
家
に

薬
剤
を
配
布
し
、
農
家
に
対
し

て
講
習
会
等
を
通
し
て
駆
除
対

策
を
行
う
よ
う
周
知
し
て
い

る
。

伊
藝
議
員
　
農
家
か
ら
の
被
害

報
告
や
相
談
等
は
あ
る
か
。

町
長
　
水
稲
の
新
芽
や
田
芋
の

食
害
等
の
報
告
や
駆
除
方
法
等

の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

の
天
敵
は
。

糸
村
昌
敏
　
農
林
水
産
課
長
　

野
鳥
の
カ
モ
や
ス
ッ
ポ
ン
等
が

捕
食
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

伊
藝
議
員
　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

を
駆
除
す
る
農
薬
「
ジ
ャ
ン
ボ

た
に
し
く
ん
」
以
外
に
も
使
用

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
。

農
林
水
産
課
長
　
植
付
け
前
に

使
用
す
る
石
灰
窒
素
や
ス
ク
ミ

ン
ベ
イ
ト
等
市
販
さ
れ
て
い
る

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
用
の
駆
除
剤

は
何
種
類
か
あ
る
。

伊
藝
議
員
　
今
後
の
課
題
は
。

町
長
　
現
状
は
遊
休
地
や
駆
除

対
策
が
不
十
分
な
圃
場
も
見
受

け
ら
れ
、
地
域
一
体
で
駆
除
が

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
令
和
２
年
９
月
定

例
会
で
質
問
し
た
喜
那
又
原
水

田
一
周
農
道
、
渡
久
比
那
原
水

田
一
周
農
道
の
進
捗
状
況
は
。

町
長
　
４
月
か
ら
屋
嘉
区
と
５

回
協
議
を
行
っ
た
。
現
在
は
地

権
者
と
耕
作
者
か
ら
一
周
農
道

整
備
へ
の
意
見
を
聞
き
取
り
ま

と
め
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
喜
那
又
原
側
は
土

砂
崩
れ
が
あ
っ
た
時
に
水
田
の

中
か
ら
工
事
車
両
を
入
れ
た
。

今
回
も
修
繕
す
る
た
め
に
こ
の

水
田
の
中
か
ら
行
く
の
か
。
そ

う
し
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ

の
道
路
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
。

農
林
水
産
課
長
　
区
長
と
今
年

度
数
回
意
見
交
換
し
て
お
り
、

そ
の
利
便
性
に
つ
い
て
は
一
周

道
路
が
あ
る
と
補
修
等
を
す
る

際
は
大
変
便
利
な
道
路
に
な
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
た
だ
、
平
時
の
利
用
に
つ
い

て
は
ど
こ
ま
で
利
便
性
が
あ
る

の
か
各
農
家
と
区
長
と
一
緒
に

今
意
見
交
換
の
取
り
ま
と
め
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

伊
藝
議
員
　
赤
土
流
出
対
策

は
。

町
長
　
農
家
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
や
マ
ル
チ
の
設
置
、
圃

場
に
設
置
さ
れ
た
土
砂
溜
枡
等

の
清
掃
管
理
、
金
武
町
土
地
改

良
区
が
沈
砂
池
の
定
期
的
な
浚

渫
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
赤
土
流
出
防
止
対

策
と
し
て
ベ
チ
パ
ー
を
推
進
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長
　
町
に
は
苗
が

あ
る
の
で
提
供
で
き
る
体
制
を

検
討
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
家
畜
ふ
ん
尿
貯
蔵

タ
ン
ク
は
何
カ
所
あ
る
か
。

町
長
　
並
里
区
１
か
所
、
金
武

区
２
か
所
、
伊
芸
区
１
か
所
、

屋
嘉
区
２
か
所
設
置
さ
れ
て
い

る
。

伊
藝
議
員
　
１
ヶ
月
に
家
畜
ふ

ん
尿
を
処
理
す
る
量
は
。

町
長
　
昨
年
の
実
績
は
年
間
約

２
万
４
１
８
３
ト
ン
、
月
平
均

２
０
１
５
ト
ン
処
理
し
て
い

る
。

伊
藝
議
員
　
貯
蔵
タ
ン
ク
が
あ

ふ
れ
た
場
合
の
処
理
は
。

農
林
水
産
課
長
　
法
に
基
づ
い

て
適
正
処
理
を
町
は
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
莫
大
な
費
用

が
か
か
る
た
め
、
農
家
と
連
携

し
な
が
ら
、
循
環
型
で
で
き
る

運
営
を
今
後
も
継
続
し
て
い

く
。

※
ベ
チ
パ
ー
と
は

　
複
数
が
ま
と
ま
っ
て
大
き
な

株
を
形
成
す
る
イ
ン
ド
産
イ
ネ

科
の
多
年
生
草
本
。

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

仲
間 

一 

町
長

糸
村
昌
敏
　農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

伊藝  菊博　議員

農
　業
　振
　興

（
※
質
問
順
に
掲
載
し
、
質
問
・
答
弁
は
要
約
）

令
和
３
年
第
５
回
（
９
月
）
定
例
会

（金武町議会だより）きんてんきんてん

一
般
質
問

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

QRコードをスマートフォンで読み取ると各議員
の一般質問の映像を見ることができます。

稲を食べているジャンボタニシ

グリーンベルトによる赤土対策

家畜ふん尿処理施設
（タンク）



前
田
議
員
　
公
民
館
施
設
外
に

屋
嘉
地
区
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
を

建
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

仲
間 

一 

町
長
　
屋
嘉
区
は
マ

ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
等
が
急

増
し
て
児
童
数
に
増
加
が
み
ら

れ
る
こ
と
及
び
公
民
館
に
お
け

る
各
種
団
体
活
動
の
現
状
等
も

考
慮
し
、
専
用
施
設
に
つ
い
て

は
予
算
確
保
と
同
時
に
屋
嘉
区

と
建
設
場
所
や
規
模
を
検
討
し

て
い
く
。

前
田
議
員
　
何
年
度
に
具
体
的

な
話
に
持
っ
て
い
け
る
の
か
。

町
長
　
区
長
と
行
政
委
員
会
の

方
々
と
い
ろ
ん
な
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
で
き
る
限
り
早
め
に

協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て

取
組
ん
で
い
き
た
い
。

前
田
議
員
　
現
在
在
籍
し
て
い

る
児
童
数
は
。

仲
間 

賢 

こ
ど
も
支
援
課
長
　

46
名
で
主
に
１
年
生
〜
３
年
生

ま
で
が
お
お
む
ね
９
割
の
利
用

で
あ
る
。

前
田
議
員
　
１
人
当
た
り
の
床

面
積
は
何
㎡
か
。

こ
ど
も
支
援
課
長
　
１
人
当
た

り
１
・
65
㎡
で
あ
る
。

前
田
議
員
　
そ
の
人
数
に
対
し

て
適
正
な
床
面
積
か
。

こ
ど
も
支
援
課
長
　
子
ど
も
達

の
数
が
増
え
て
き
て
お
り
、
区

長
と
相
談
し
、
日
中
使
わ
れ
て

な
い
会
議
室
を
専
有
施
設
と
し

て
使
う
こ
と
で
登
録
変
更
し
て

46
名
か
ら
74
名
が
受
入
可
能
な

施
設
と
し
て
運
用
し
て
い
る
。

前
田
議
員
　
嘉
芸
小
学
校
の
児

童
数
の
増
加
現
状
は
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
平
成
28

年
度
２
１
４
人
、
令
和
３
年
度

２
２
１
人
と
５
年
間
で
７
人
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

前
田
議
員
　
規
模
適
性
状
況

は
。

教
育
長
　
県
及
び
町
は
１
学
級

35
人
以
下
の
小
人
数
学
級
編
成

を
実
施
し
、
特
別
学
級
に
も
力

を
入
れ
て
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
は
２
学
級
増
設

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
給
食

棟
と
し
て
建
て
ら
れ
た
元
気
亭

を
普
通
教
室
に
改
修
し
て
授
業

を
行
っ
て
い
る
。

前
田
議
員
　
新
校
舎
が
急
務
だ

と
考
え
る
が
。

教
育
長
　
嘉
芸
地
区
は
今
後
も

人
口
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
地
域
の
開
発
と
児
童
数
の
推

移
及
び
特
別
支
援
教
育
の
状
況

を
踏
ま
え
必
要
な
教
室
数
を
推

計
し
、
校
舎
の
増
改
築
に
取
組

ん
で
い
く
。

前
田
議
員
　
学
校
全
体
の
学
級

数
、普
通
教
室
、特
別
教
室
等
、

余
裕
を
持
っ
た
形
で
学
校
造
り

を
し
て
ほ
し
い
が
。

教
育
長
　
嘉
芸
小
学
校
は
増
設

す
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
増
設
す
る
内
容
と
ク
ラ
ス

数
は
い
ろ
ん
な
条
件
を
考
え
な

が
ら
地
域
の
人
達
と
も
相
談
を

し
な
が
ら
取
組
ん
で
い
く
。

前
田
議
員
　
７
月
20
日
に
接
近

し
た
台
風
６
号
に
よ
る
町
の
住

宅
等
へ
の
浸
水
被
害
、
道
路
冠

水
被
害
、
斜
面
崩
落
、
土
砂
災

害
、
河
川
の
氾
濫
、
農
作
物
等

の
被
害
状
況
は
。

町
長
　
７
月
21
日
午
後
、
農
道

前
原
３
号
線
の
法
面
崩
落
が
発

生
。
24
日
午
後
、
並
里
区
民
広

場
付
近
の
個
人
有
地
の
法
面
崩

落
が
発
生
。
農
作
物
等
は
台
風

の
影
響
で
航
空
便
が
５
日
間
欠

航
と
な
り
、
マ
ン
ゴ
ー
の
県
外

輸
送
が
で
き
ず
売
上
減
少
の
被

害
が
あ
っ
た
と
確
認
し
た
。

前
田
議
員
　
大
雨
に
よ
る
屋
嘉

前
田
川
支
流
の
間
地
ブ
ロ
ッ
ク

が
崩
壊
し
擁
壁
崩
壊
に
よ
り
支

流
沿
い
の
民
家
の
敷
地
の
一
部

が
１
メ
ー
ト
ル
沈
下
し
て
い

る
。
河
川
改
修
工
事
が
望
ま
れ

る
が
。

町
長
　
排
水
路
に
隣
接
し
て
い

る
個
人
が
設
置
し
た
ト
ン
ブ

ロ
ッ
ク
擁
壁
が
崩
れ
て
そ
の
上

に
あ
る
民
家
の
敷
地
が
沈
下
し

て
い
る
。
ト
ン
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

は
個
人
が
敷
地
の
造
成
の
た
め

に
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
町

が
改
修
等
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
が
上
流
右
岸
部
分
は
浸
食

等
に
よ
り
排
水
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
る
た
め
改
修
を
検

討
し
て
い
く
。
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仲
間
一 

町
長

比
嘉
貴
一
　教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

屋
嘉
地
区
学
童
ク
ラ
ブ
建
設

嘉
芸
小
学
校
校
舎
増
設

台
風・大
雨
災
害

（金武町議会だより）きんてんきんてん

前田  健次　議員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

町
長

仲
間 

賢 

こ
ど
も
支
援
課
長

こ
ど
も
支
援
課
長

こ
ど
も
支
援
課
長

町
長

町
長

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

各議員の一般質問QRコード

屋嘉地区学童

給食棟を改修した教室

そ
の
他
の
質
問
事
項

金
武
町
観
光
行
政



松
田
議
員
　
管
理
先
の
運
営
状

況
の
概
要
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
令
和
２
年
７

月
に
供
用
開
始
さ
れ
、
指
定
管

理
者
で
あ
る
並
里
区
が
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
２
年
度
の
決
算
は
２
３
１
万

６
６
０
０
円
の
収
入
に
対
し
９

３
６
万
３
９
２
０
円
の
支
出
が

あ
り
、
７
０
４
万
７
３
２
０
円

の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
厳
し
い

運
営
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

松
田
議
員
　
計
画
当
初
の
年
間

利
用
人
数
と
昨
年
７
月
か
ら
の

利
用
人
数
は
。

町
長
　
供
用
開
始
前
は
年
間
２

万
３
１
４
８
人
の
利
用
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
緊

急
事
態
宣
言
等
に
よ
る
休
業
や

外
出
自
粛
の
影
響
も
あ
り
、
令

和
２
年
７
月
か
ら
令
和
３
年
３

月
ま
で
の
利
用
人
数
は
延
べ
５

０
０
２
人
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

松
田
議
員
　
事
業
広
報
関
係

は
。

町
長
　
指
定
管
理
者
に
お
い
て

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

広
報
等
を
行
っ
て
い
る
。
町
や

観
光
協
会
に
お
い
て
も
供
用
開

始
前
の
新
聞
広
告
や
ビ
ジ
ッ
ト

金
武
で
の
紹
介
も
行
っ
て
い

る
。

松
田
議
員
　
塩
害
や
台
風
時
等

の
影
響
で
ひ
ど
く
な
る
と
考
え

る
が
そ
の
時
の
修
繕
は
。

町
長
　
町
と
指
定
管
理
者
で
締

結
す
る
協
定
書
に
基
づ
き
、
小

規
模
な
修
繕
は
指
定
管
理
者

が
、
主
要
構
造
部
等
に
係
る
大

規
模
修
繕
や
災
害
等
か
ら
の
復

旧
に
係
る
経
費
は
町
が
負
担
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

松
田
議
員
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
。

町
長
　
９
月
12
日
時
点
で
12
歳

以
上
の
接
種
対
象
者
９
８
６
４

人
の
内
、
１
回
目
接
種
６
６
５

４
人
、
２
回
目
接
種
５
８
１
９

人
で
59
・
０
％
で
あ
る
。

松
田
議
員
　
町
内
事
業
所
に
従

事
し
て
い
る
町
外
従
業
員
の
接

種
は
。

町
長
　
町
内
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
や
事
業
所
内
で
の
優
先

的
な
接
種
を
進
め
て
お
り
、
町

外
の
居
住
者
へ
こ
れ
ま
で
に
１

０
０
７
人
の
接
種
を
実
施
し
て

き
た
。

松
田
議
員
　
若
者
の
接
種
率
を

上
げ
る
対
策
等
は
。

町
長
　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、

Ｑ
Ａ
Ｂ
デ
ー
タ
放
送
等
で
の
呼

び
か
け
の
他
、
若
い
世
代
の
利

用
者
が
多
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
て
接
種
の
呼
び
か
け
を
し
て

き
た
。

松
田
議
員
　
２
学
期
始
業
か
ら

臨
時
休
校
と
な
っ
た
経
緯
は
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
２
学
期

が
始
業
し
た
８
月
23
日
〜
24
日

の
小
中
学
校
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
25
日
に
臨
時
校
長
連
絡

協
議
会
を
開
い
た
。
そ
の
中
で

感
染
状
況
に
不
安
が
あ
り
登
校

を
自
粛
し
た
児
童
・
生
徒
が
多

数
い
る
事
、
県
内
の
感
染
状
況

に
不
安
を
抱
い
て
い
る
教
職
員

が
多
数
い
る
と
の
報
告
が
あ

り
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
翌

週
の
８
月
30
日
〜
９
月
３
日
ま

で
を
臨
時
休
校
と
す
る
こ
と
を

同
日
に
開
催
し
た
教
育
委
員
会

議
を
経
て
決
定
し
た
。

松
田
議
員
　
昨
年
12
月
議
会
で

質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
は
。

町
長
　
今
年
３
月
に
琉
球
銀

行
、
４
月
に
沖
縄
銀
行
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

松
田
議
員
　
現
在
、
両
銀
行
の

端
末
が
利
用
で
き
る
店
舗
数

は
。

町
長
　
９
月
時
点
で
約
１
３
０

件
の
店
舗
が
ど
ち
ら
か
の
銀
行

決
済
端
末
を
導
入
し
て
い
る
。

松
田
議
員
　
商
工
会
、
観
光
協

会
、
銀
行
と
の
連
携
は
。

町
長
　
協
定
締
結
後
、
20
件
の

事
業
者
が
商
工
会
又
は
観
光
協

会
を
通
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
導
入
し
て
い
る
。

松
田
議
員
　
商
品
券
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
は
で
き
る
か
。

町
長
　
商
品
券
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
は
円
単
位
で
利
用
や
ポ
イ

ン
ト
等
と
の
関
連
、
購
入
や
利

用
が
容
易
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
紙
媒
体
で
の
需
要
も
あ

る
た
め
一
部
導
入
等
に
つ
い
て

商
工
会
と
検
討
し
て
い
く
。
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松田  健人　議員

金
武
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
運
営
・
管
理

コ
ロ
ナ
対
応
等

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
推
進

町
長

町
長

町
長

町
長

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

比
嘉
貴
一
　教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

仲
間 

一 

町
長

各議員の一般質問QRコード

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

金武タームパークゴルフ場



外
間
議
員
　
療
養
施
設
の
確
保

と
自
宅
療
養
者
の
支
援
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
市
町
村
で
は

療
養
施
設
に
必
要
な
医
師
や
看

護
師
等
の
人
材
確
保
が
困
難
な

こ
と
か
ら
県
が
設
置
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　
町
は
感
染
症
に
罹
患
し
た
場

合
、
安
心
し
て
自
宅
療
養
が
で

き
る
よ
う
買
い
物
支
援
や
食
事

支
援
及
び
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
の
貸
し
出
し
等
自
宅
療
養

者
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。

外
間
議
員
　
自
宅
療
養
者
へ
の

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
活

用
状
況
は
。

町
長
　
県
が
自
宅
療
養
者
へ
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
が
、

県
内
で
の
自
宅
療
養
者
の
増
加

に
伴
い
不
足
が
報
じ
ら
れ
た
た

め
町
で
機
器
を
確
保
し
無
償
で

町
民
へ
の
貸
し
出
し
を
行
う
こ

と
で
自
宅
療
養
中
の
健
康
状
態

や
症
状
の
目
安
と
し
て
使
用
し

て
い
る
。

外
間
議
員
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
状
況

は
。

町
長
　
町
内
医
療
機
関
２
か
所

で
令
和
２
年
５
月
か
ら
濃
厚
接

触
者
等
へ
検
査
を
実
施
し
て
い

る
こ
れ
ま
で
２
９
４
３
件
の
検

査
実
績
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

外
間
議
員
　
若
い
世
代
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
向
上
に
向
け
て
の

方
策
は
。

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長

　
フ
ェ
イ
ク
情
報
等
を
う
の
み

に
し
て
打
た
な
い
方
も
い
る
た

め
正
し
い
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広

報
媒
体
を
使
っ
て
、
引
き
続
き

案
内
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
る
。

外
間
議
員
　
昨
年
度
、
今
年
度

と
コ
ロ
ナ
禍
で
祭
り
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
の
中
止
が
続
い
て
い

る
が
、
予
算
内
訳
と
今
後
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
在
り
方
や
予

算
の
使
い
道
は
。

町
長
　
当
該
イ
ベ
ン
ト
等
に
係

る
予
算
は
中
止
、
一
部
実
施
等

の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
必
要
最

小
限
の
予
算
執
行
や
中
止
に
伴

う
予
算
残
額
の
返
納
、
繰
越
額

を
勘
案
し
た
補
助
等
に
よ
り
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
関

係
団
体
等
の
書
面
決
議
や
関
係

者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
事
業

計
画
の
変
更
や
中
止
等
の
対
応

を
行
う
と
と
も
に
適
切
な
予
算

執
行
に
努
め
て
い
る
。

外
間
議
員
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
実
施
状
況
は
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
１
年
生

を
除
く
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
の

持
ち
帰
り
を
行
っ
て
お
り
、
健

康
観
察
や
学
習
支
援
、
リ
モ
ー

ト
授
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
導

入
期
と
し
て
、
各
学
校
や
各
学

年
に
お
い
て
様
々
な
取
組
み
を

行
な
っ
て
い
る
。

外
間
議
員
　
学
童・こ
ど
も
園
・

小
中
学
校
の
先
生
、
支
援
員
等

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

町
長
　
就
学
前
保
育
施
設
等
に

従
事
す
る
２
３
５
名
の
内
１
３

４
名
が
接
種
済
。
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
に
従
事
す
る
38

名
の
内
11
名
が
接
種
済
で
全
体

の
53
％
で
あ
る
。

外
間
議
員
　
こ
れ
ま
で
の
活
用

状
況
と
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
方

は
。

町
長
　
町
は
こ
れ
ま
で
に
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
門

や
生
産
・
加
工
・
流
通
部
門
等

で
総
事
業
費
約
98
億
円
、
国
費

約
73
億
円
、
20
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
現
在
町
道
中
川
36

号
線
道
路
整
備
事
業
、
町
道
金

武
２
５
１
号
線
道
路
整
備
自

業
、
ギ
ン
バ
ル
海
岸
周
辺
環
境

整
備
事
業
、
金
武
町
多
目
的
屋

内
運
動
場
施
設
を
整
備
中
で
あ

る
。

外
間
議
員
　
７
月
１
日
か
ら
運

用
開
始
と
な
り
今
後
の
運
用
・

管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

町
長
　
運
用
当
初
は
行
政
情

報
、
町
の
風
景
動
画
や
グ
ル
メ

情
報
等
を
発
信
し
て
い
た
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
観
光
情
報
等
の
発
信
を

控
え
行
政
情
報
の
み
を
放
映
し

て
い
る
。
管
理
・
運
営
は
商
工

観
光
課
が
行
っ
て
い
る
が
今
後

は
有
料
企
業
広
告
等
の
募
集
等

一
部
の
業
務
を
金
武
町
観
光
協

会
に
委
託
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
よ
り
効
果
的
な
管
理
・

運
営
が
で
き
る
よ
う
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

※
行
政
情
報
の
放
映
に
関
し
て

は
９
月
15
日
時
点
の
も
の
で

す
。
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外間  慎仁　議員

コ
ロ
ナ（
デ
ル
タ
株
）対
策
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上

沖
縄
振
興
計
画・北
部
振
興

事
業

観
光
案
内
板
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ

仲
間
一 

町
長

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

比
嘉
貴
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　教
育
長

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

一般質問が２日間に渡ったため
QRコードが２つあります。



仲
村
議
員
　
令
和
２
年
４
月
か

ら
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
が
始
ま
り
、
町
は

委
託
契
約
を
締
結
し
事
業
を
実

施
し
て
い
る
が
、
取
組
み
状
況

は
。

仲
間 

一 

町
長
　
地
域
の
健
康

課
題
を
把
握
し
、
事
業
対
象
者

の
抽
出
を
行
い
、
そ
の
中
で
疾

患
の
発
症
リ
ス
ク
の
高
い
個
人

を
対
象
と
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
ア

プ
ロ
ー
チ
を
実
施
、
糖
尿
病
性

腎
症
重
症
化
予
防
、
心
原
性
の

脳
血
管
疾
患
、
高
血
圧
を
中
心

と
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
、
低

栄
養
防
止
、
健
康
状
態
不
明
者

の
把
握
等
対
象
者
へ
の
個
別
の

訪
問
を
実
施
し
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
の
も
と
、
受
診

勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
。

仲
村
議
員
　
コ
ロ
ナ
対
策
と
高

齢
者
の
健
康
維
持
、
フ
レ
イ
ル

予
防
等
の
対
策
は
。

町
長
　
予
防
対
策
と
し
て
各
種

介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
て
き

た
。
昨
年
度
は
ち
ゃ
ー
が
ん

じ
ゅ
う
教
室
で
延
べ
１
３
８
１

人
、
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
述
べ
２
６
０
８
人
、
各
区
で

実
施
し
て
い
る
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
延
べ
２
０
７
１
人
が
参

加
し
、
健
康
増
進
に
努
め
て
き

た
が
、
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
各
種
介
護
予
防
教
室
の
中

止
、
延
期
等
が
断
続
的
に
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
町
は
各
家
庭

を
訪
問
し
、
体
操
資
料
の
提
供

を
行
っ
て
き
た
。
訪
問
が
難
し

い
時
期
は
参
加
者
へ
電
話
連
絡

を
行
い
、
健
康
状
態
の
確
認
と

２
週
間
ご
と
の
新
た
な
運
動
資

料
を
提
供
し
、
各
家
庭
で
で
き

る
体
操
の
提
案
等
を
行
っ
て
き

た
。

仲
村
議
員
　
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

と
し
て
保
健
福
祉
課
は
大
変
な

状
況
の
中
で
や
っ
て
い
る
が
、

職
員
の
配
置
や
応
援
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長
　
ワ

ク
チ
ン
予
約
相
談
室
に
会
計
年

度
任
用
職
員
６
名
を
配
置
し
て

予
約
や
相
談
の
体
制
を
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
集
団
接
種
は
各

課
か
ら
派
遣
を
お
願
い
し
て
平

日
や
土
日
の
集
団
接
種
に
対
応

し
て
き
た
。

仲
村
議
員
　
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
業
務
は
住
民
生
活

課
、
高
齢
者
係
に
関
す
る
業
務

は
保
健
福
祉
課
で
あ
る
。
両
課

の
連
携
は
取
れ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
住
民
生
活
課

の
担
当
係
と
相
談
事
が
あ
る
場

合
は
相
談
し
て
い
る
。

仲
村
議
員
　
役
場
の
業
務
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
考
え

る
と
、
分
か
り
や
す
さ
が
と
て

も
重
要
で
あ
る
。
事
務
の
見
直

し
や
課
の
編
成
は
早
め
に
取
組

ん
だ
方
が
良
い
と
考
え
る
が
。

保
健
福
祉
課
長
　
現
在
、
住
民

生
活
課
、
保
健
福
祉
課
、
離
れ

の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
３
つ

の
場
所
で
行
っ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
保
健
福
祉
課
は
事
業
の

幅
が
広
い
た
め
ど
こ
ま
で
で
き

る
か
精
査
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

仲
村
議
員
　
町
が
保
有
し
て
い

る
公
共
施
設
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
維
持
管
理
し
て
い
く

の
か
。

町
長
　
単
年
度
ご
と
の
維
持
管

理
と
合
わ
せ
て
、
中
長
期
的
な

維
持
管
理
の
た
め
、
平
成
28
年

度
に
策
定
し
た
金
武
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
と
令
和
２

年
度
に
策
定
し
た
金
武
町
公
共

施
設
個
別
計
画
に
基
づ
い
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

仲
村
議
員
　
名
護
市
の
取
組
み

で
公
共
施
設
の
維
持
管
理
と
官

民
連
携
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
が

あ
る
が
内
容
を
知
っ
て
い
る

か
。

総
務
課
長
　
　
　
　
　
　
民
間

に
施
設
を
建
て
て
も
ら
い
、
収

益
活
動
も
民
間
に
さ
せ
る
と
町

の
持
ち
出
し
も
少
な
く
て
民
間

活
用
も
で
き
る
。建
て
る
費
用
、

維
持
管
理
も
含
め
て
民
間
活
用

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
が
民
間
提
案
制
度
の
部
分

に
な
っ
て
い
る
。

仲
村
議
員
　
個
別
施
設
管
理
計

画
資
料
の
中
に
「
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
新
庁
舎
機
能
の
複
合

を
検
討
」
と
あ
る
が
。

総
務
課
長
　
個
別
の
施
設
ご
と

に
検
討
を
進
め
て
い
く
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

令和3年12月1日 No.167
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

仲村  広美　議員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者

の
保
健
事
業
と一体
的
実
施

公
共
施
設
の
維
持
管
理

仲
間
一 

町
長

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

安
富
祖
勤
　総
務
課
長

総
務
課
長

町
長

町
長

ワクチン接種予約の対応をしている職員

各議員の一般質問QRコード

※飛沫防止アクリル板を設置しています。



伊
藝
議
員
　
町
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
対
策
室
の
業
務

内
容
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
感
染
予
防
対

策
及
び
感
染
拡
大
防
止
対
策
、

生
活
支
援
対
策
、
経
済
支
援
対

策
、
農
林
水
産
業
支
援
対
策
、

学
校
・
こ
ど
も
支
援
対
策
、
そ

の
他
当
対
策
室
の
設
置
目
的
に

該
当
す
る
必
要
な
事
項
を
所
掌

事
項
と
し
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
幼
稚
園
、
小
中
学

校
に
陽
性
者
が
出
た
場
合
の
対

応
は
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
感
染
者

が
幼
児
・
児
童
生
徒
等
の
場

合
、
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ

き
出
席
停
止
と
な
る
。
感
染
者

が
職
員
の
場
合
、
出
勤
さ
せ
な

い
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
学
童
保
育
の
児
童

に
陽
性
者
が
出
た
場
合
の
対
応

は
。

町
長
　
事
業
を
利
用
す
る
児
童

の
保
護
者
か
ら
学
童
保
育
事
業

者
へ
陽
性
が
確
定
し
た
日
付
等

の
報
告
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
後
、
報
告
を
受
け
た
事

業
者
は
そ
の
状
況
を
こ
ど
も
支

援
課
へ
報
告
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
町
民
に
陽
性
者
が

出
た
場
合
の
対
応
は
。

町
長
　
沖
縄
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
よ
り

町
民
の
陽
性
者
報
告
が
あ
る

が
、
年
代
・
性
別
・
職
業
・
感

染
日
の
み
の
報
告
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
以
上
の
情
報
提
供
が

行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
陽
性

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
中
部

保
健
所
が
生
活
上
の
感
染
予
防

策
の
指
導
と
療
養
案
内
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
中
部
保
健
所
か
ら
自

宅
療
養
を
求
め
ら
れ
て
い
る
方

や
そ
の
家
族
に
対
し
、
安
心
し

て
自
宅
療
養
が
で
き
る
よ
う
本

人
や
家
族
の
申
出
が
あ
っ
た
場

合
に
買
物
支
援
や
食
事
支
援
及

び
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の

貸
出
し
を
行
う
等
、
自
宅
療
養

者
へ
の
支
援
す
る
体
制
を
整
備

し
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
さ
と
う
き
び
畑
に

牧
草
の
種
子
が
飛
ん
で
発
芽
し

て
お
り
、
き
び
農
家
が
困
っ
て

い
る
が
町
の
対
策
は
。

町
長
　
種
子
飛
散
防
止
対
策
と

し
て
県
普
及
課
や
Ｊ
Ａ
等
、
関

係
機
関
か
ら
の
助
言
等
を
受

け
、
畜
産
農
家
に
対
し
、
穂
が

出
る
前
の
刈
取
り
指
導
や
新
た

な
牧
草
品
種
等
の
情
報
共
有
、

草
地
の
集
約
化
を
実
施
し
て
お

り
、
引
き
続
き
さ
と
う
き
び
へ

の
影
響
低
減
に
向
け
て
取
組
ん

で
い
く
。

伊
藝
議
員
　
国
道
３
２
９
号
バ

イ
パ
ス
沿
い
に
農
家
が
運
営
す

る
精
米
所
・
出
荷
場
が
あ
る
が

交
通
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
。
町

の
対
策
は
。

町
長
　
国
道
３
２
９
号
バ
イ
パ

ス
整
備
に
伴
い
、
バ
イ
パ
ス
に

接
続
す
る
形
で
変
更
し
て
い

る
。
精
米
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
は
精
米
所
の
所
有
者
や

利
用
者
か
ら
状
況
を
確
認
し
て

取
組
ん
で
い
く
。

伊
藝
議
員
　
町
道
金
武
２
４
２

号
線
は
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
い

る
が
壁
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

隙
間
か
ら
樹
木
が
生
え
て
歩
道

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
も
雑
草
が

茂
っ
て
い
る
状
態
だ
が
、
町
の

対
策
は
。

町
長
　
町
道
金
武
２
４
２
号
線

の
周
辺
は
道
路
よ
り
低
い
位
置

に
農
地
が
続
い
て
い
る
。
そ
の

歩
道
と
田
畑
の
間
に
は
擁
壁
が

あ
り
、
歩
道
と
擁
壁
の
隙
間
及

び
擁
壁
の
目
地
部
分
か
ら
草
木

が
生
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
た
め
、
町
道
に
隣
接
す

る
地
権
者
や
耕
作
者
の
協
力
も

得
な
が
ら
除
草
及
び
樹
木
伐
採

等
を
早
急
に
実
施
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
樹
木
が
大
木
に
な

ら
な
い
よ
う
に
早
め
の
対
応
を

し
て
ほ
し
い
が
。

金
城 

司 

建
設
課
長
　
農
地
に

下
り
て
か
ら
の
伐
採
に
な
る
た

め
、
農
家
と
調
整
し
て
早
急
に

伐
採
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

伊藝  直樹　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

農
　業
　振
　興

町
内
の
道
路

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

金
城 

司 

建
設
課
長

仲
間 

一 

町
長

比
嘉
貴
一
　教
育
長

各議員の一般質問QRコード

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

精米所までのアクセス道路

雑草が茂っている町道金武242号線



No.167（金武町議会だより）きんてんきんてん
池
原
議
員
　
休
園
、
休
校
等
の

判
断
基
準
は
。

比
嘉
貴
一 

教
育
長
　
特
措
法

に
基
づ
く
緊
急
事
態
措
置
に
係

る
沖
縄
県
対
処
方
針
に
基
づ
く

学
校
等
へ
の
要
請
に
お
い
て
幼

児
・
児
童
・
生
徒
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ
た

め
、
地
域
の
感
染
状
況
を
踏
ま

え
て
分
散
登
校
を
実
施
す
る
。

た
だ
し
学
校
等
の
感
染
状
況
に

応
じ
、学
級
閉
鎖
、学
年
閉
鎖
、

臨
時
休
校
を
実
施
す
る
。
小
中

学
校
は
県
立
高
校
の
対
応
等
を

参
考
に
地
域
や
学
校
の
状
況
を

踏
ま
え
て
判
断
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

池
原
議
員
　
保
護
者
へ
の
連
絡

体
制
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
各
学
校
か
ら

の
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

ほ
か
、
学
校
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、Ｑ
Ａ
Ｂ

デ
ー
タ
放
送
等
を
活
用
し
、
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

池
原
議
員
　
教
職
員
等
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
状
況
は
。

町
長
　（
左
表
の
と
お
り
）

池
原
議
員
　
校
舎
内
の
手
洗
い

場
の
設
置
状
況
は
。

町
長
　
各
教
室
に
隣
接
し
て
手

洗
い
場
を
設
置
し
て
い
る
。
し

か
し
、
嘉
芸
小
学
校
の
特
別
教

室
を
普
通
教
室
に
し
て
使
用
し

て
い
る
学
級
に
つ
い
て
は
隣
接

し
た
手
洗
い
場
が
設
置
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
２
年

度
に
特
別
教
室
棟
を
改
修
し
て

設
置
し
て
い
る
。

池
原
議
員
　
感
染
対
策
と
し
て

蛇
口
を
レ
バ
ー
式
や
セ
ン
サ
ー

式
に
取
り
替
え
る
考
え
は
な
い

か
。

教
育
長
　
予
算
が
振
り
分
け
ら

れ
る
な
ら
十
分
に
検
討
す
る
価

値
は
あ
る
と
考
え
る
。

池
原
議
員
　
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
総
合
見
直
し
の
変
更

時
期
は
。

町
長
　
見
直
し
は
お
お
む
ね
５

年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
金

武
町
農
林
漁
業
振
興
整
備
促
進

協
議
会
で
の
審
議
、
金
武
町
農

業
委
員
会
等
関
係
機
関
か
ら
の

意
見
聴
取
、
沖
縄
県
と
協
議
を

経
て
計
画
変
更
が
決
定
さ
れ
、

変
更
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
末
を
予
定
し
て
い
る
。

池
原
議
員
　
平
田
原
町
道
13
号

線
一
帯
の
農
業
振
興
地
域
の
除

外
は
。

農
林
水
産
課
長
　
　
　
　
　

伊
芸
区
か
ら
要
望
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
町
と
し
て
も
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
策
定
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
農
業
の
健
全
な
発
展
と
地

域
の
住
環
境
等
の
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
町
道
伊
芸
13
号
線
一

帯
の
農
業
振
興
地
域
を
除
外
す

る
方
向
で
手
続
を
進
め
て
い

く
。

池
原
議
員
　
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
の
新
設
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の

供
用
開
始
は
。

町
長
　
新
た
な
用
地
取
得
に
係

る
土
地
所
有
者
の
相
続
手
続
に

時
間
を
要
し
た
こ
と
や
当
該
区

域
に
お
い
て
地
盤
改
良
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
工
程
に
遅

れ
が
生
じ
て
い
る
旨
の
説
明
を

受
け
た
。

　
供
用
開
始
時
期
は
今
後
地
盤

改
良
を
踏
ま
え
、
工
程
の
見
通

し
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
現

時
点
で
供
用
開
始
時
期
を
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

池
原
議
員
　
渋
滞
対
策
検
討
委

員
会
の
開
催
状
況
は
。

町
長
　
早
急
に
取
組
む
改
善
策

と
し
て
の
短
期
対
策
や
中
期
対

策
、
大
規
模
な
改
善
を
伴
う
長

期
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
４
回
開
催
し

て
い
る
。

池
原
議
員
　
伊
芸
地
区
の
国
道

内
排
水
溝
の
設
置
を
関
係
機
関

に
要
望
す
る
考
え
は
。

町
長
　
北
部
国
道
事
務
所
へ
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
冠
水
状
況
は

確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後

は
町
と
連
携
し
て
対
策
を
協
議

し
て
い
く
と
回
答
を
得
て
い

る
。

比
嘉
貴
一 

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

糸
村
昌
敏
　農
林
水
産
課
長

仲
間 

一 

町
長

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

教
育
長

令和3年12月1日
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

池原  政文　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策

国
道
３
２
９
号
交
通

渋
滞
等
の
対
策

住
宅
地
整
備
促
進

各議員の一般質問QRコード

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

各小中学校教職員のワクチン接種状況
（９月６日現在）　　　（単位：人）

金武小学校

中川小学校

嘉芸小学校

金武中学校

１回目

１２

 １

 ４

 ８

２回目

２５

１４

１４

２３

未接種

１２

 ３

 ８

１５

伊芸地域の平田原13号線付近の農業振興地域一帯



與
那
城
議
員
　
有
線
放
送
電
話

廃
止
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及

び
必
要
な
手
続
き
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
今
年
度
よ
り

防
災
情
報
戸
別
受
信
シ
ス
テ
ム

の
親
局
や
中
継
局
、
放
送
設
備

の
整
備
、
各
世
帯
へ
の
受
信
機

の
設
置
を
進
め
、
令
和
４
年
度

中
ま
で
に
全
世
帯
へ
の
受
信
機

の
設
置
を
行
い
、
同
シ
ス
テ
ム

の
稼
働
後
に
有
線
電
話
放
送
設

備
の
廃
止
と
撤
去
を
進
め
て
い

く
。

與
那
城
議
員
　
町
民
へ
の
周
知

状
況
及
び
反
対
意
見
の
有
無

は
。

町
長
　
広
報
金
武
の
令
和
３
年

２
月
号
及
び
８
月
号
へ
の
掲
載

と
併
せ
て
、金
武
町
役
場
１
階
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
各
区

事
務
所
に
受
信
機
の
サ
ン
プ
ル

を
展
示
し
、
町
民
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

　
８
月
末
現
在
で
の
町
民
か
ら

の
反
対
意
見
は
届
い
て
い
な

い
。

與
那
城
議
員
　
戸
別
受
信
シ
ス

テ
ム
の
概
要
は
。

町
長
　
地
震
発
生
・
水
害
発
生

等
の
緊
急
時
等
に
町
民
の
生
命

及
び
財
産
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報

を
提
供
し
て
各
世
帯
に
お
い
て

戸
別
受
信
機
を
通
じ
て
そ
の
情

報
を
受
信
す
る
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
。

與
那
城
議
員
　
機
能
選
定
方
法

は
。

町
長
　
導
入
に
向
け
て
防
災
情

報
戸
別
受
信
シ
ス
テ
ム
機
能
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を

踏
ま
え
、
導
入
す
べ
き
機
能
等

を
決
定
し
て
い
る
。

與
那
城
議
員
　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

町
長
　
令
和
４
年
８
月
末
ま
で

の
整
備
完
了
を
目
標
と
し
て
事

業
を
進
め
て
い
る
。

與
那
城
議
員
　
戸
別
受
信
機
の

設
置
に
あ
た
り
設
置
世
帯
へ
の

同
意
取
得
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長
　
整
備
事
業
受
注
業
者
が

世
帯
ご
と
に
設
置
の
同
意
、
設

置
場
所
、
受
信
状
況
等
を
確
認

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

與
那
城
議
員
　
Ｑ
Ａ
Ｂ
デ
ー
タ

放
送
の
サ
ー
ビ
ス
概
要
は
。

町
長
　
デ
ー
タ
放
送
は
テ
レ
ビ

に
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
郵

便
番
号
ご
と
に
異
な
る
情
報
の

伝
達
が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
特
性
を
利
用
し
た
新
た
な
広

報
手
段
で
あ
る
。
各
自
が
保
有

す
る
テ
レ
ビ
で
24
時
間
い
つ
で

も
居
住
す
る
市
町
村
の
地
域
情

報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
町
は
新
着
情
報
・
今
日
の
予

定
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
新

型
コ
ロ
ナ
・
防
災
関
連
の
３
つ

の
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情

報
を
は
じ
め
、
各
種
の
行
政
情

報
を
配
信
し
て
い
る
。

與
那
城
議
員
　
導
入
及
び
運
用

に
係
る
費
用
は
。

町
長
　
令
和
２
年
度
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

て
整
備
し
て
い
る
。
開
設
の
初

期
費
用
は
１
０
０
万
円
で
あ

る
。
開
設
後
の
令
和
３
年
３
月

以
降
に
お
け
る
月
々
の
利
用
料

が
16
万
５
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。

與
那
城
議
員
　
町
内
の
一
部
地

域
で
民
間
放
送
の
視
聴
が
困
難

な
地
域
が
あ
る
か
認
識
し
て
い

る
か
。

町
長
　
金
武
小
学
校
北
東
側
に

位
置
す
る
並
里
４
区
１
班
と
２

班
付
近
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

與
那
城
議
員
　
デ
ー
タ
放
送

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
く
に

あ
た
り
、
全
て
の
家
庭
が
情
報

を
取
得
で
き
る
環
境
の
構
築
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

町
長
　
並
里
４
区
１
班
付
近
は

金
武
小
学
校
や
体
育
館
等
の
一

部
が
受
信
障
害
の
原
因
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
で
域
内
に
受
信
ブ
ー
ス

タ
ー
を
２
機
設
置
し
て
安
定
的

な
情
報
配
信
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
平
成
21
〜
23
年
度
ま
で
デ

ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

通
し
て
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無

償
配
布
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
ア
ン
テ

ナ
購
入
時
の
助
成
金
サ
ポ
ー
ト

等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

　
当
地
域
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
並
里
区
や
対
象
世
帯
と
協
議

を
図
り
な
が
ら
、
受
信
障
害
の

課
題
解
決
に
向
け
て
取
組
ん
で

い
く
。

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

仲
間 

一 

町
長

No.167 令和3年12月1日
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

金
武
町
の
防
災・減
災
対
策

に
係
る
取
組
み

與那城  直也　議員

各議員の一般質問QRコード

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

新しく設置する戸別受信機



吉
野
議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
受
け
て
小
学
校
が
休
校
と

な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
間
の
学

童
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
地
域
に
お
け

る
感
染
症
蔓
延
防
止
策
と
し
て

町
内
全
て
の
小
学
校
の
休
校
に

併
せ
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
つ
い
て
も
全
て
休
所
し

た
。

吉
野
議
員
　
最
終
判
断
は
区
長

に
任
せ
て
い
る
の
か
。

仲
間 

賢 

こ
ど
も
支
援
課
長
　

基
本
的
に
町
が
委
託
し
て
い
る

形
な
の
で
基
本
的
な
対
応
策
は

町
で
示
し
て
い
る
。

　
今
回
８
月
下
旬
か
ら
９
月
の

休
所
は
教
育
委
員
会
と
相
談
し

た
上
で
町
内
の
感
染
状
況
を
鑑

み
一
斉
に
閉
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
町
が
判
断
し
て

区
長
会
、
公
民
館
館
長
会
で
説

明
し
て
理
解
し
て
も
ら
い
、
各

学
童
の
連
絡
網
を
通
し
て
保
護

者
に
連
絡
を
し
、
休
所
し
て
い

る
。

吉
野
議
員
　
そ
の
間
の
利
用
料

は
ど
う
な
る
の
か
。

こ
ど
も
支
援
課
長
　
国
か
ら
緊

急
事
態
宣
言
下
で
も
開
け
る
施

設
と
い
う
位
置
づ
け
が
あ
る

が
、
緊
急
事
態
宣
言
中
に
お
い

て
保
護
者
が
利
用
を
自
粛
し
た

場
合
は
保
育
料
を
還
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
町
も
こ
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

保
護
者
に
休
ん
だ
分
の
料
金
が

返
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
て

い
る
の
で
、
各
区
に
は
そ
の
分

を
町
が
国
の
補
助
金
の
中
か
ら

補
塡
し
て
い
く
と
い
う
形
を

取
っ
て
い
る
。

吉
野
議
員
　
分
散
登
校
の
場
合

は
朝
か
ら
利
用
で
き
る
の
か
。

こ
ど
も
支
援
課
長
　
午
前
中
は

リ
モ
ー
ト
も
含
め
て
学
業
の
時

間
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
通
常

の
開
所
と
し
て
放
課
後
の
時
間

か
ら
対
応
を
し
て
い
る
。

吉
野
議
員
　
各
地
域
で
行
っ
て

い
た
各
種
公
共
料
金
の
集
団
徴

収
業
務
が
取
り
や
め
に
な
っ
て

い
る
が
、
告
知
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
中
止
の
周
知
は
屋
嘉
区

事
務
所
へ
中
止
案
内
文
の
掲
示

及
び
屋
嘉
区
内
へ
の
有
線
放

送
、
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
を
流
し

て
い
る
。

　
集
合
徴
収
を
中
止
に
し
た
こ

と
で
納
付
に
つ
い
て
利
用
者
か

ら
町
へ
連
絡
、相
談
を
受
け
て
、

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
職
員
で

対
応
・
案
内
を
し
て
い
る
。

吉
野
議
員
　
公
共
料
金
（
税
金

関
係
）
の
督
促
状
は
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
発
送
し
て
い
る
の

か
。

町
長
　
地
方
税
法
等
の
「
納
期

限
ま
で
に
徴
収
金
を
完
納
し
な

い
場
合
は
納
期
限
後
20
日
以
内

に
督
促
状
を
発
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
の
法
令
に
基
づ
き
、

町
か
ら
督
促
状
を
発
送
し
て
い

る
。

吉
野
議
員
　
支
払
い
後
に
督
促

が
来
た
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、

な
ぜ
支
払
っ
て
１
週
間
後
に
督

促
状
が
来
た
の
か
。

末
吉 

豪 

税
務
課
長
　
行
き
違

い
が
生
じ
た
た
め
そ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
は
そ
う

い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
や
っ

て
い
く
。

吉
野
議
員
　
開
業
の
目
途
は
。

町
長
　
令
和
４
年
１
月
中
に
開

業
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

状
況
や
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
開

業
時
期
の
調
整
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

吉
野
議
員
　
開
業
に
伴
う
町
民

の
雇
用
体
制
は
。

町
長
　
募
集
職
種
は
フ
ロ
ン
ト

係
、
予
約
係
、
調
理
係
、
サ
ー

ビ
ス
係
、シ
ョ
ッ
プ
係
、ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
係
と
な
っ
て
い
る
。
募

集
人
数
は
正
社
員
28
名
、
パ
ー

ト
社
員
23
名
、
合
計
51
名
と

な
っ
て
い
る
が
、
ホ
テ
ル
の
施

設
管
理
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ

等
の
委
託
業
務
に
つ
い
て
は
町

内
事
業
者
を
予
定
し
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
、
間
接
的
な
町
民

雇
用
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

吉
野
議
員
　
商
工
観
光
事
業
者

と
の
連
携
は
。

町
長
　
観
光
協
会
や
ネ
イ
チ
ャ

ー
み
ら
い
館
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
等
の
近
隣
施
設
、
民
間
事
業

者
と
の
連
携
協
力
を
推
進
す
る

よ
う
努
め
い
く
。

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

仲
間 

賢 

こ
ど
も
支
援
課
長

こ
ど
も
支
援
課
長

こ
ど
も
支
援
課
長

仲
間 

一 

町
長

末
吉 

豪 

税
務
課
長

令和3年12月1日 No.167
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吉野　潤　議員

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
た
取
組
み

放
課
後
健
全
育
成
事
業

（
学
童
保
育
事
業
）

温
　泉
　施
　設

各議員の一般質問QRコード

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

完成が近い温泉ホテル

そ
の
他
の
質
問
事
項

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、

赤
土
流
出
問
題



大
城
議
員
　
会
計
年
度
職
員
、

業
務
委
託
員
が
各
課
に
配
属
さ

れ
て
い
る
が
、
各
課
に
お
い
て

の
必
要
性
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
令
和
２
年
度

の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導

入
に
伴
い
、
担
当
課
へ
の
人
事

担
当
の
総
務
課
、
財
政
担
当
の

企
画
課
に
お
い
て
各
課
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
業
務
内
容
や

業
務
量
を
考
慮
し
人
員
を
配
置

し
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
や
課
題
等
の
特

性
を
踏
ま
え
、
子
育
て
や
教
育

支
援
等
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
職
員
配
置
に
努
め
て
い

る
。

大
城
議
員
　
令
和
元
年
度
の
決

算
で
は
人
件
費
が
町
税
よ
り
多

い
が
、
正
規
職
員
、
会
計
年
度

任
用
職
員
、
業
務
委
託
員
は
人

口
比
の
類
似
町
村
と
比
較
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
類
似
町
村
よ
り
正
規
職

員
数
、
会
計
年
度
任
用
職
員
数

と
も
多
い
傾
向
と
な
っ
て
お

り
、
人
員
や
人
件
費
等
の
効
率

化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

大
城
議
員
　
各
課
の
正
規
職
員

が
事
務
分
掌
に
基
づ
い
て
職
務

を
担
当
し
て
い
る
が
、
正
規
職

員
で
は
業
務
を
処
理
す
る
の
に

間
に
合
わ
な
い
か
ら
会
計
年
度

任
用
職
員
等
々
を
採
用
し
て
い

る
の
か
。

池
原 

均 

副
町
長
　
小
泉
内
閣

時
代
に
地
方
分
権
が
あ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
国
や
県
が
や
る
も
の

に
つ
い
て
各
地
方
公
共
団
体
に

事
務
委
任
、
事
務
移
譲
が
さ
れ

て
い
る
状
況
が
１
つ
の
大
き
な

要
因
だ
と
考
え
る
。

　
ま
た
町
は
基
地
行
政
、
子
育

て
支
援
、
学
校
教
育
の
充
実
を

含
め
て
他
市
町
村
よ
り
先
駆
け

て
町
は
政
策
を
行
い
、
そ
の
充

実
を
図
る
た
め
の
人
員
体
制
に

な
っ
て
い
る
。

大
城
議
員
　
令
和
元
年
度
と
２

年
度
と
比
較
を
し
て
人
件
費
が

３
億
円
近
く
も
跳
ね
上
が
っ
て

い
る
理
由
は
。

安
富
祖
勧
　
総
務
課
長
　
会
計

年
度
任
用
職
員
の
制
度
移
行
に

伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
嘱
託
職
員

や
賃
金
職
員
に
な
か
っ
た
期
末

手
当
や
社
会
保
険
料
分
が
増
額

の
一
因
に
は
な
っ
て
い
る
。

大
城
議
員
　
会
計
年
度
任
用
職

員
で
25
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

方
が
１
人
い
る
が
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

総
務
課
長
　
総
務
省
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
制
度
導
入
に
伴

う
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
単
に
業
務

の
期
間
や
継
続
性
の
み
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
業
務
の
内
容
や
責
任
の
程

度
等
を
踏
ま
え
た
業
務
の
性
質

に
よ
り
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任

用
に
つ
い
て
は
業
務
内
容
と
責

任
の
度
合
い
を
全
て
勘
案
し

て
、
現
在
の
任
用
の
実
施
に

な
っ
て
い
る
。

大
城
議
員
　
今
年
度
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
新
規
採
用
人
数

は
。

総
務
課
長
　
令
和
２
年
度
は
21

名
で
あ
る
。

大
城
議
員
　
町
長
と
副
町
長
は

就
任
し
て
か
ら
正
規
職
員
、
会

計
年
度
任
用
職
員
、
業
務
委
託

職
員
の
中
で
民
法
第
７
２
５
条

の
親
族
は
何
名
い
る
か
。

町
長
　
町
長
及
び
副
町
長
就
任

後
の
民
法
第
７
２
５
条
の
親
族

の
採
用
に
は
民
法
に
規
定
す
る

親
族
の
制
約
は
受
け
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
正

規
職
員
で
は
採
用
は
な
い
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
業

務
委
託
に
つ
い
て
は
２
０
０
名

以
上
を
雇
用
し
て
い
る
状
況
や

個
人
情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら

把
握
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

大
城
議
員
　
人
事
の
透
明
性
、

公
平
性
を
保
証
す
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
だ
が
、
地
方
公
務
員

法
第
７
条
で
人
口
15
万
未
満
の

市
町
村
は
条
例
で
「
公
平
委
員

会
を
置
く
も
の
と
す
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
条
例
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
平
成
23
年
９
月
20
日
に

沖
縄
県
人
事
委
員
会
に
公
平
委

員
会
の
事
務
を
委
託
す
る
こ
と

に
関
し
、
議
会
の
議
決
を
得
て

事
務
を
委
託
し
て
い
る
。

　
当
該
手
続
が
条
例
制
定
に
代

わ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
改

め
て
の
条
例
制
定
は
必
要
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

大
城
議
員
　
条
例
を
作
っ
て
第

三
者
も
入
れ
た
委
員
会
を
設
置

し
た
方
が
人
事
に
つ
い
て
は
公

平
性
、
透
明
性
が
保
た
れ
る
と

考
え
る
が
。

総
務
課
長
　
県
内
で
は
那
覇
市

以
外
の
市
町
村
が
現
在
委
託
し

て
お
り
、
引
き
続
き
沖
縄
県
人

事
委
員
会
公
平
委
員
会
の
事
務

委
託
が
現
状
で
は
好
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

町
長

町
長

町
長

池
原 

均 

副
町
長

安
富
祖
勧
　総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

仲
間 

一 

町
長
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大
城
議
員
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
等

を
効
率
的
か
つ
安
全
・
安
心
に

提
供
す
る
た
め
に
も
早
急
な
整

備
が
必
要
だ
が
町
の
対
応
と
住

民
生
活
へ
の
影
響
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
国
の
「
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
計
画
に
」基
づ
き
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
や
役
場
業
務
に
お
け
る
自

動
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
導
入
等

に
よ
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

今
後
デ
ジ
タ
ル
庁
を
中
心
に
進

め
ら
れ
て
い
く
国
の
施
策
、
官

民
に
お
け
る
動
向
等
も
注
視

し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
移
行

に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
町
民
の
利
便
性
向
上
に

引
き
続
き
取
組
ん
で
い
く
。

大
城
議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
状
況
は
。

町
長
　
令
和
３
年
８
月
29
日
時

点
の
沖
縄
県
集
計
値
が
２
８
３

８
名
で
交
付
率
は
24
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。

大
城
議
員
　「
デ
ジ
タ
ル
の
日
」

イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
は
。

町
長
　
沖
縄
県
及
び
他
の
自
治

体
に
お
け
る
取
組
状
況
等
も
見

な
が
ら
「
デ
ジ
タ
ル
の
日
」
に

関
連
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
み

が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

大
城
議
員
　
行
政
手
続
き
書
類

の
押
印
の
要
不
要
の
見
直
し

は
。

町
長
　
今
年
度
内
に
押
印
規
制

見
直
し
に
関
す
る
職
員
研
修
等

を
行
う
と
と
も
に
、
国
の
施
策

や
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
町
の

取
組
を
実
施
し
て
い
く
。

大
城
議
員
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

し
て
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
児
童
・

生
徒
の
教
育
活
動
と
し
て
、
平

成
22
年
度
か
ら
県
内
で
も
早
く

全
て
の
教
室
に
電
子
黒
板
と
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
て
い

る
。
現
在
は
そ
の
維
持
・
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
買
い
換

え
す
る
場
合
は
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
様
々
な
機
能
に
対
応
で

き
る
も
の
に
更
新
し
て
い
る
。

大
城
議
員
　「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
」
な
ど
教
育
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
。

教
育
長
　
遠
隔
授
業
等
に
お
け

る
課
題
を
調
査
し
そ
の
情
報
を

学
校
間
で
共
有
し
て
円
滑
な
運

用
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
教
育
行
政
に
係
る

取
組
み
と
し
て
は
国
頭
地
区
に

お
い
て
初
め
て
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
教
職
員
の
出

退
勤
管
理
、
児
童
・
生
徒
の
出

席
簿
、
成
績
、
内
申
、
高
校
受

験
に
係
る
申
請
書
類
を
一
元
管

理
し
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
努
め
て
い
る
。

大
城
議
員
　
町
道
金
武
１
５
７

号
線
は
大
雨
時
た
び
た
び
冠
水

す
る
。
住
民
生
活
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
状
況
に
つ
い
て
町

の
対
応
は
。

町
長
　
調
査
結
果
と
し
て
、
米

軍
基
地
か
ら
流
れ
て
く
る
水
量

が
多
い
こ
と
が
原
因
で
排
水
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
冠

水
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、

当
該
箇
所
に
米
軍
基
地
か
ら
の

流
入
を
減
ら
す
対
策
と
し
て
、

米
軍
基
地
内
で
の
排
水
の
切
り

回
し
や
新
た
な
排
水
路
の
整
備

等
に
向
け
た
調
整
を
沖
縄
防
衛

局
と
重
ね
、
本
道
路
の
道
路
冠

水
対
策
を
含
め
た
排
水
計
画
調

査
費
の
予
算
要
求
を
行
っ
て
い

る
。

大
城
議
員
　
冠
水
に
よ
る
車
の

故
障
の
補
償
は
ど
う
な
る
の

か
。

金
城 

司 

建
設
課
長
　
町
で
水

没
等
に
関
し
て
の
補
償
で
き
る

よ
う
な
保
険
に
は
加
入
し
て
い

な
い
た
め
補
償
は
厳
し
い
。

大
城
議
員
　
今
後
の
整
備
計
画

は
。

町
長
　
Ｋ
Ｉ
Ｎ
サ
ン
ラ
イ
ズ

ビ
ー
チ
等
の
人
が
多
く
集
ま
る

場
所
へ
の
設
置
に
つ
い
て
も
検

討
し
、
各
種
補
助
メ
ニ
ュ
ー
等

の
財
源
確
保
に
取
組
ん
で
い

く
。

大
城
議
員
　
運
用
の
時
間
帯
を

６
時
か
ら
開
始
で
き
な
い
か
。

知
念 

久 

商
工
観
光
課
長
　
現

在
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
10
時

ま
で
だ
が
、
通
勤
通
学
の
時
間

が
６
時
か
ら
増
え
る
状
況
が
見

ら
れ
れ
ば
放
映
時
間
の
変
更
等

も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

大
城
議
員
　
教
育
関
係
の
情
報

は
で
き
な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
教
育
関
係
も

行
政
情
報
の
一
部
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
く
。

大
城
議
員
　
周
り
の
整
備
、
植

栽
等
は
。

商
工
観
光
課
長
　
植
栽
を
計
画

し
て
お
り
、
年
内
に
は
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

仲
間 

一 

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

デ
ジ
タ
ル
庁
発
足

町
道
金
武
１
５
７
号
線
の
冠
水

金
武
町

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
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光
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仲
間
議
員
　
道
路
の
使
用
目
的

は
。

仲
間 

一 

町
長
　
ネ
イ
チ
ャ
ー

み
ら
い
館
の
利
便
性
の
向
上
や

ア
カ
シ
海
岸
方
面
か
ら
並
里
船

た
ま
り
場
へ
の
散
策
路
と
し
て

平
成
24
年
度
に
並
里
地
区
里
道

整
備
工
事
と
し
て
整
備
し
た
。

仲
間
議
員
　
防
風
林
の
管
理

は
。

町
長
　
沖
縄
県
の
森
林
整
備
課

が
管
轄
し
て
お
り
、
当
該
道
路

の
管
理
は
農
林
水
産
課
で
行
っ

て
い
る
。

仲
間
議
員
　
道
路
の
管
理
者
と

現
状
況
は
。

町
長
　
除
草
作
業
に
つ
い
て
は

金
武
町
土
地
改
良
区
で
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
。

仲
間
議
員
　
こ
こ
は
里
道
に
な

る
の
か
。

糸
村
昌
敏
　
農
林
水
産
課
長
　

ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い
館
裏
の
船

た
ま
り
場
の
付
近
か
ら
福
花
の

田
ん
ぼ
の
所
ま
で
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、
一
部
里
道

で
一
部
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い

館
の
敷
地
内
に
含
ま
れ
て
い

る
。

仲
間
議
員
　
用
地
は
ど
こ
の
も

の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
里
道
部
分
は

町
管
理
で
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら

い
館
の
敷
地
内
に
含
ま
れ
て
い

る
の
は
並
里
区
有
地
に
な
る
。

仲
間
議
員
　
道
路
に
草
木
が

茂
っ
て
き
て
い
る
が
。

農
林
水
産
課
長
　
そ
の
土
地
か

ら
草
と
低
木
が
道
路
側
に
は
み

出
る
ぐ
ら
い
茂
っ
て
き
て
い
る

状
況
が
る
。

　
こ
の
保
安
林
は
指
定
さ
れ
て

い
る
が
そ
の
下
草
は
維
持
管
理

の
範
囲
で
除
草
し
て
い
い
と
い

う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
除

草
作
業
を
考
え
て
い
る
。

仲
間
議
員
　
こ
の
除
草
に
関
し

て
は
土
地
改
良
区
と
は
ど
う
い

う
関
係
か
。

農
林
水
産
課
長
　
道
路
の
使
用

目
的
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い
館

の
お
客
さ
ん
が
そ
の
周
辺
を
散

策
す
る
た
め
の
利
用
す
る
通
路

で
あ
っ
た
り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
み

ら
い
館
維
持
管
理
の
た
め
の
通

路
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
里

道
の
付
近
に
は
田
ん
ぼ
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
そ
の
農
家
が
利
用
す
る
た
め

の
通
路
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

る
の
で
農
道
を
管
理
す
る
土
地

改
良
区
が
維
持
管
理
の
範
囲
と

し
て
そ
こ
も
草
刈
り
作
業
を
年

間
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
と
い

う
形
を
と
っ
て
い
る
。

仲
間
議
員
　
草
刈
り
は
ど
の
ぐ

ら
い
の
期
間
で
行
う
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
土
地
改
良
区

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
春
先
に
１

度
除
草
作
業
し
て
９
月
に
除
草

作
業
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

仲
間
議
員
　
町
の
対
策
は
。

町
長
　
令
和
２
年
度
は
伐
倒
焼

却
処
理
実
績
が
１
４
８
本
、
樹

幹
注
入
が
１
０
５
本
と
な
っ
て

い
る
。

仲
間
議
員
　
県
へ
対
策
要
請
は

し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
沖
縄
型
森
林
環
境
保
全

事
業
等
を
活
用
し
て
伐
倒
焼
却

処
理
等
を
実
施
し
て
い
る
。
今

年
度
事
業
は
９
月
に
再
度
パ
ト

ロ
ー
ル
調
査
を
行
い
、
被
害
木

数
を
把
握
し
県
補
助
を
活
用
し

て
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
伐

倒
焼
却
処
理
作
業
を
実
施
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

仲
間
議
員
　
伐
倒
し
た
松
は
ど

こ
で
焼
却
し
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
令
和
２
年
度

の
焼
却
処
理
は
消
防
に
届
出
を

出
し
て
、
バ
キ
ュ
ー
ム
事
務
所

裏
の
町
有
地
に
な
っ
て
い
る
。

仲
間
議
員
　
樹
幹
注
入
の
や
り

方
は
。

農
林
水
産
課
長
　
町
で
保
存
す

る
松
を
指
定
し
て
４
年
〜
５
年

に
１
度
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
て

薬
剤
を
幹
の
中
に
注
入
し
て
松

く
い
虫
か
ら
木
を
守
っ
て
い

る
。

仲
間
議
員
　
空
中
散
布
は
で
き

な
い
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
広
い
範
囲
に

植
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
有
効

だ
が
県
内
は
広
域
な
松
林
は
な

い
た
め
伐
倒
、
焼
却
、
燻
蒸
処

理
を
行
っ
て
い
る
。

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
内
の
松
く
い
虫

ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い
館
裏

の
道
路

仲
間 

一 

町
長

糸
村
昌
敏
　農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

仲間　トム　議員

各議員の一般質問QRコード

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

車道まで草木が伸びている
ネイチャーみらい館裏の道路

枯れて赤くなっている松



崎
浜
議
員　
一
般
社
団
法
人
沖

縄
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
金
武
町
内
に
お
け
る
河
川
状

況
調
査
業
務
報
告
書
の
調
査
概

要
、
目
的
等
は
。

仲
間 

一 

町
長　
基
地
周
辺
に

高
い
数
値
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。
町
に
お
い
て
も
同
様
な
状

況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
町

内
に
お
け
る
主
な
河
川
の
水
質

検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
状
況
を
把
握
し
、
水

質
保
全
及
び
町
内
の
自
然
水
利

用
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
管
理
を

目
的
と
し
て
令
和
元
年
度
か
ら

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
水
質
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

崎
浜
議
員　
調
査
し
た
13
地
点

（
15
カ
所
）
の
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
値
は
何
ナ
ノ
グ
ラ
ム

か
。

儀
間 

権 

住
民
生
活
課
長　

（
左
表
の
と
お
り
）

（
残
り
６
カ
所
は
１
ナ
ノ
グ
ラ

ム
以
下
と
な
っ
て
い
る
）

崎
浜
議
員　
町
内
、
各
区
に
於

け
る
飲
料
水
に
含
ま
れ
て
い
る

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
何
ナ
ノ

グ
ラ
ム
か
。

町
長　
国
が
定
め
た
目
標
値
は

飲
料
水
１
リ
ッ
ト
ル
に
含
ま
れ

る
値
と
し
て
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以

下
と
さ
れ
て
い
る
。

　
飲
料
水
の
水
質
検
査
は
中
川

区
と
屋
嘉
区
で
は
検
出
さ
れ
て

い
な
い
。
金
武
区
15
ナ
ノ
グ
ラ

ム
、
並
里
区
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
内
は
全

水
量
企
業
局
水
、
伊
芸
区
は
簡

易
水
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
検

査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
現
在
、
検
査
結
果
に
基
づ
き

数
値
が
高
い
水
源
に
つ
い
て
は

取
水
を
停
止
し
て
い
る
。

（
町
内
井
戸
の
水
源
は
左
表
の

と
お
り
）

崎
浜
議
員　
止
め
た
理
由
は
。

伊
芸 

誠 

上
下
水
道
課
長　
止

め
て
も
供
給
で
き
る
体
制
を
整

え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

崎
浜
議
員　
飲
料
水
を
１
０

０
％
企
業
局
か
ら
供
給
す
る
見

通
し
は
あ
る
か
。

町
長　
今
年
７
月
に
金
武
町
水

道
事
業
推
進
審
議
会
を
立
ち
上

げ
、
水
道
事
業
の
抱
え
る
諸
問

題
に
つ
い
て
審
議
し
て
お
り
、

飲
料
水
に
つ
い
て
も
企
業
局
用

水
で
全
て
供
給
で
き
る
よ
う
課

題
解
決
に
向
け
取
組
ん
で
い

る
。

崎
浜
議
員　
一
部
供
給
が
困
難

な
場
合
の
対
策
は
。

町
長　
老
朽
化
し
た
水
道
施
設

の
更
新
及
び
配
水
池
整
備
工
事

を
含
め
管
路
の
延
長
等
が
考
え

ら
れ
る
。
企
業
局
用
水
が
全
地

域
へ
供
給
で
き
る
よ
う
課
題
解

決
に
取
組
み
、
本
事
業
に
係
る

予
算
確
保
に
努
め
て
い
く
。

崎
浜
議
員　
町
民
の
健
康
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
血
液
検
査
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長　
こ

う
い
っ
た
分
析
を
す
る
場
合
は

一
市
区
町
村
で
は
限
界
が
あ
る

た
め
国
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が

ら
大
学
教
授
と
協
力
し
て
い
く

と
考
え
る
の
で
、
相
談
し
な
が

ら
必
要
で
あ
れ
ば
分
析
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

崎
浜
議
員　
今
後
の
町
の
安
全

な
水
の
確
保
の
た
め
に
町
の
考

え
は
。

町
長　
沖
縄
県
軍
用
地
転
用
促

進
・
基
地
問
題
協
議
会
で
総
理

官
邸
、
外
務
省
、
防
衛
大
臣
、

在
日
大
使
館
へ
の
要
請
行
動
を

毎
年
し
て
お
り
、
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
ら
国
へ
要
請

行
動
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
上
下
水
道
課
で
１
０

０
％
企
業
局
の
水
を
供
給
し
よ

う
と
段
取
り
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決

し
な
が
ら
早
期
に
取
組
め
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
く
。

仲
間 

一 

町
長

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

町
長

儀
間 

権 

住
民
生
活
課
長

伊
芸 

誠 

上
下
水
道
課
長

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長

町
長

町
長

町
長

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
よ
る

汚
染
状
況
と
安
心・安
全
な

飲
料
水
の
確
保

令和3年12月1日 No.167
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

崎浜  秀幸　議員

各議員の一般質問QRコード

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

（単位：ナノグラム／リットル）

　場　所
慶武田川
琉球病院上流
琉球病院合流
琉球病院下流
石川川
屋嘉小河川

ＰＦＯＳ
　　２
１５０
　４６
　６５
　　８
　１５

ＰＦＯＳ
　　３
　１５
　１８
　１８
　　４
　３９

（単位：ナノグラム／リットル）

（7月27日時点のものです）

　  地　名
金武１号水源
金武２号水源
金武３号水源
金武４号水源
金武５号水源

３１
５３
３３
２７
１３０

１１
３６
１１
　　６

PFOS,POFA
合計値 　  地　名

金武６号水源
和留美１号水源
和留美２号水源
オランダ森水源

PFOS,POFA
合計値
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

令和２年度 各会計の決算を認定

令和２年度各会計の決算
一般会計歳入歳出決算の認定について

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

118億1,938万4,987円 115億1,905万7,655円 3億32万7,332円

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

18億2,027万595円 17億8,906万2,726円 3,120万7,869円

有線放送電話事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

2,245万2,739円 1,932万4,563円 312万8,176円

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定にいて
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

1億6,668万2,910円 1億6,608万785円 60万2,125円

下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

1億5,350万8,878円 1億3,936万1,378円 1,414万7,500円

水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
水道事業収益：5億2,290万3,413円

資本的収入：5,666万円

水道事業費用：4億8,594万3,663円

資本的支出：1億1,534万2,902円

※資本的収入額が資本的支出に不足する額5,868万2,902円は、減債積立基金、過年度分消費
税及び地方消費税資本的収支調整額で補填した。

　令和３年第５回定例会が９月14日（火）に招集され、９月29日（水）までの16日間
の会期で開催した。
　定例会では、補正予算（一般会計、特別会計）や金武町税条例の一部改正、財産の貸付、
物品の取得、工事請負契約の締結に関する議案などを審議した。
　また、令和２年度の各会計の決算については、議長を除く議員 15 名で構成する決算審
査特別委員会において審議を行った。９月 21 日は前年度に完了した工事箇所等の現場踏
査を行った。各会計の決算状況と議決の結果は下記のとおり。
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議　案　名 議決結果

令和２年度金武町一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
（全会一致）

令和２年度金武町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
（全会一致）

令和２年度金武町有線放送電話事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
（全会一致）

令和２年度金武町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
（全会一致）

令和２年度金武町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
（全会一致）

令和２年度金武町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
原案可決
及び認定

（全会一致）

令和3年12月1日 No.167（金武町議会だより）きんてんきんてん
各会計の決算に関する議決結果

決算審査特別委員会 委員による現地踏査

令和２年度に整備した伊芸地区公園遊具（左）と伊芸地区水田かんがい施設（管路）整備工事（右）

No.167 令和3年12月1日
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

件　　　　名 議決結果
令和３年度金武町一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ9億1,483万2,000円を追加し、補正後の予算総額を136億2,798万円
とするもの。補正の主なものはギンバル海岸周辺環境整備工事（管理棟・トイレ・シャワー棟・
ピロティ棟）、令和3年11月～令和4年1月分の水道料全額免除に係る補助金である。

原案可決
（全会一致）

金武町財政調整基金の処分について
　上下水道会計補助金、ギンバル訓練場跡地支障除去補償金、ギンバル海岸周辺環境整備
事業等へ6,481万6,000円以内を充当するもの。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ519万2,000円を追加し、補正後の予算総額を1億2,734万2,000円と
するもの。内容は新築住宅等による農業集落排水事業管路工事である。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町水道事業会計補正予算（第２号）
　収益の総額を増減なしとし、5億1,524万7,000円とするもの。内容は新型コロナウイルス
感染症対策として水道料金免除に係る一般会計からの補助金受け入れである。

原案可決
（全会一致）

負担付き寄附の受け入れについて
　伊芸地区公民館改修工事に充てることを目的に伊芸区から負担付きを受け入れるもの。

原案可決
（全会一致）

金武町税条例の一部を改正する条例について
　地方税法等の一部を改正する法律等が公布、施行されたこと及び今年度開業する温泉宿
泊施設における入湯行為に対して課する入湯税について所要の規定を整備する必要がある
ため条例の一部を改正するもの。

原案可決
（全会一致）

金武町観光振興等基金条例の制定にについて
　入湯税を財源として、鉱泉地における観光の振興並びに環境衛生施設、鉱泉源の保護管
理施設及び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備に伴う経費の財源に充てるため
基金を設置するもの。

原案可決
（全会一致）

ＫＩＮサンライズビーチ海浜公園の設置及び管理に関する条例の制定について
　野外レクリエーション活動等を通して、町民の健康及び福祉の増進並びに観光の振興を図
るため、ギンバル地区で整備を進めているＫＩＮサンライズビーチ海浜公園を設置するため
条例を制定するもの。

原案可決
（全会一致）

財産の貸付について
　平成30年度に温泉宿泊施設建設地として株式会社アイロムＰＭに貸付を行った町有地の
隣接地を温泉宿泊施設の駐車場用地として追加で貸付けるもの。

原案可決
（全会一致）

物品の取得について
　品　　名：マイクロバス購入　　※管理・運営委託は伊芸区へ
　購 入 先：沖縄ふそう自動車株式会社
　購入価格：７４２万５，０００円

原案可決
（全会一致）

その他の議案の議決結果
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件　　　　名 議決結果
令和３年度金武町一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ9億1,483万2,000円を追加し、補正後の予算総額を136億2,798万円
とするもの。補正の主なものはギンバル海岸周辺環境整備工事（管理棟・トイレ・シャワー棟・
ピロティ棟）、令和3年11月～令和4年1月分の水道料全額免除に係る補助金である。

原案可決
（全会一致）

金武町財政調整基金の処分について
　上下水道会計補助金、ギンバル訓練場跡地支障除去補償金、ギンバル海岸周辺環境整備
事業等へ6,481万6,000円以内を充当するもの。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ519万2,000円を追加し、補正後の予算総額を1億2,734万2,000円と
するもの。内容は新築住宅等による農業集落排水事業管路工事である。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町水道事業会計補正予算（第２号）
　収益の総額を増減なしとし、5億1,524万7,000円とするもの。内容は新型コロナウイルス
感染症対策として水道料金免除に係る一般会計からの補助金受け入れである。

原案可決
（全会一致）

負担付き寄附の受け入れについて
　伊芸地区公民館改修工事に充てることを目的に伊芸区から負担付きを受け入れるもの。

原案可決
（全会一致）

金武町税条例の一部を改正する条例について
　地方税法等の一部を改正する法律等が公布、施行されたこと及び今年度開業する温泉宿
泊施設における入湯行為に対して課する入湯税について所要の規定を整備する必要がある
ため条例の一部を改正するもの。

原案可決
（全会一致）

金武町観光振興等基金条例の制定にについて
　入湯税を財源として、鉱泉地における観光の振興並びに環境衛生施設、鉱泉源の保護管
理施設及び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備に伴う経費の財源に充てるため
基金を設置するもの。

原案可決
（全会一致）

ＫＩＮサンライズビーチ海浜公園の設置及び管理に関する条例の制定について
　野外レクリエーション活動等を通して、町民の健康及び福祉の増進並びに観光の振興を図
るため、ギンバル地区で整備を進めているＫＩＮサンライズビーチ海浜公園を設置するため
条例を制定するもの。

原案可決
（全会一致）

財産の貸付について
　平成30年度に温泉宿泊施設建設地として株式会社アイロムＰＭに貸付を行った町有地の
隣接地を温泉宿泊施設の駐車場用地として追加で貸付けるもの。

原案可決
（全会一致）

物品の取得について
　品　　名：マイクロバス購入　　※管理・運営委託は伊芸区へ
　購 入 先：沖縄ふそう自動車株式会社
　購入価格：７４２万５，０００円

原案可決
（全会一致）

その他の議案の議決結果
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件　　　　名 議決結果
工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町多目的屋内運動場施設建設工事（建築）
　契約の相手方：（株）ホカマ・（有）神中組・（有）仲正組　建設工事共同企業体
　契  約  金  額：１５億１,５２９万１,８００円

原案可決
（全会一致）

工事請負契約締結についての議決内容の一部変更について
　令和３年第２回３月定例会で議決された内容の一部変更
　件　　　　名：町道金武２５１号線整備工事（４工区）
　契約の相手方：有限会社　照喜名建設
　契  約  金  額：「9,996 万 8,000円」を「1億 595 万 4,200円」に変更

原案可決
（全会一致）

工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町防災情報戸別受信システム整備工事（１工区）
　契約の相手方：（株）丸政工務店・（有）富島建設　建設工事共同企業体
　契  約  金  額：１億５,５７６万円

原案可決
（全会一致）

工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町防災情報戸別受信システム整備工事（２工区）
　契約の相手方：（有）丸仲電気・（株）Ｋくりえいと　建設工事共同企業体
　契  約  金  額：１億３７３万円

原案可決
（全会一致）

工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町防災情報戸別受信システム整備工事（３工区）
　契約の相手方：（有）山川電工・島建設（株）　建設工事共同企業体
　契  約  金  額：１億２,０７１万４,０００円

原案可決
（全会一致）

工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町防災情報戸別受信システム整備工事（４工区）
　契約の相手方：（有）國場電工・きんメインテナンス（株）　建設工事共同企業体
　契  約  金  額：７,６４５万円

原案可決
（全会一致）

工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武中学校屋内運動場造成工事
　契約の相手方：有限会社　富島建設
　契  約  金  額：１億７４５万３,５００円

原案可決
（全会一致）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　人権擁護委員の候補者として花城清隆氏を法務大臣へ推薦するため意見を求めるもの。

適　　任
（全会一致）

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
※詳細は１９ページ

可　　決
（全会一致）

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について ( 依
頼 )

みなし採択
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　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・
社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年度
においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、
防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会
保障等への対応に迫られており、このためには、地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実
に実現されるよう、強く要望する。

記

１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針
2021」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保
するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、
他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断
じて行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策とし
て講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであ
り、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と
同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の
延長について、更なる延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方
に税源配分すること。

　以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

令和３年９月 29日　
沖縄県金武町議会  　

あて先
衆議院議長　　参議院議長　　　内閣総理大臣　　財務大臣
総務大臣　　　経済産業大臣　　内閣官房長官　　経済再生担当大臣

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
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件　　　　名 議決結果
令和３年度金武町一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出それぞれ687 万 9,000円を減額し、総額 136 億 2,110 万 1,000円とするもの。
補正の主なものは、新型コロナウイルスワクチン追加接種に係る委託料、金武町職員の給与
に関する条例の一部改正に伴う人件費の減である。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　金武町職員の給与に関する条例の一部改正に伴う人件費の減である。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町有線放送電話事業特別会計補正予算（第１号）
　金武町職員の給与に関する条例の一部改正に伴う人件費の減である。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　金武町職員の給与に関する条例の一部改正に伴う人件費の減である。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町下水道事業特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ 534 万円を増額し、総額 1 億 3,268 万 2,000 円とするもの。補正の
主なものは、屋嘉地区農業集落排水ポンプ施設の修繕によるものである。

原案可決
（全会一致）

令和３年度金武町水道事業会計補正予算（第３号）
　収益的支出に159 万 8,000 円を加え、総額を5億 1,612 万 6,000 円とするもの。補正
の主なものは金武町職員の給与に関する条例の一部改正に伴う人件費の減と企業局から購
入する受水費の増額である。
　資本的収入に 825 万 9,000 円を加え、総額を 2,726 万 1,000 円とし、資本的支出に
991 万 1,000 円を加え、総額を9,047 万 3,000 円とするもの。補正の主なものは、金武・
並里地区送水管敷設替工事実施設計委託を実施するもの。

原案可決
（全会一致）

金武町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　令和３年人事院勧告を考慮し、金武町職員の給与に関する条例の一部を改正するもの。

原案可決
（全会一致）

工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町多目的屋内運動場施設建設工事（電気）
　契約の相手方：(有 ) 宮里電水工業・（有）カネタケ電水工業　建設工事共同企業体
　契  約  金  額：1億 384 万円

原案可決
（全会一致）

工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町多目的屋内運動場施設建設工事（機械）
　契約の相手方：（株）ホカマ・きんメインテナンス（株）　建設工事共同企業体
　契  約  金  額：5,516 万 5,000円
キャンプ・ハンセン周辺における水質汚染に関する意見書
※詳細は21ページ

原案可決
（全会一致）

可　　決
（全会一致）

令和３年　第６回（１１月）臨時会

令和３年　第６回（１１月）臨時会　議決結果一覧

　令和３年第６回臨時会が１１月９日（火）に招集され、１日間の会期で開催された。
　臨時会では、人事院勧告に基づく人件費の減額や、新型コロナウイルスワクチン接
種に係る補正予算や「キャンプ・ハンセン周辺における水質汚染に関する意見書」を
審議し、採決の結果可決となった。議決結果は下記のとおり。

令和3年12月1日 No.167（金武町議会だより）きんてんきんてん
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　令和２年度、金武町が実施した水道水の地下水源及び河川等の水質検査の結果、

複数の箇所から有機フッ素化合物が高い濃度で検出された。ＰＦＯＳ等は発がん性

などの健康リスクが指摘され、国内では使用や製造が原則禁止されるなど、国際的

にもストックホルム条約で規制されている。そのような物質が生活用水の水源から

検出され、水道水に混入していたことに対し、町民に不安が広がっている。

　有機フッ素化合物が検出された場所はいずれもキャンプ・ハンセン付近であり、

汚染水の原因究明の一環として基地内での立ち入り調査が必要である。

　また、町民が安心して水道水を利用できるよう地下水の混合を停止し、沖縄県企

業局の水のみを供給するためには、新たな水道施設を早急に整備しなければならな

い。

　よって金武町議会は、町民の生命・財産を守り、安心安全な生活環境を確保する

立場から、下記事項について強く要請する。

記

　１　国において原因究明のための調査を実施し、調査結果に基づく適切な対策を

行うこと。

　２　沖縄県による基地内立ち入り調査の実施に協力すること。

　３　水道水の安定供給に必要な措置を講じること。

　４　日米地位協定を抜本的に改定すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和３年 11月９日　

沖縄県金武町議会  　

あて先

内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　沖縄及び北方対策担当大臣

厚生労働大臣　沖縄防衛局長　外務省沖縄担当大使

キャンプ・ハンセン周辺における水質汚染に関する意見書
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　12月定例会は、開会は 12月 14日（火）を予定しており、日程が決
まり次第、有線放送やホームページでお知らせいたします。
　詳細は、議会事務局へお問い合わせください。　
金武町議会事務局　　
　有線電話：８－２２９２　
　ＮＴＴ：０９８－９６８－２２９２

１２　月　定　例　会　の　ご　案　内

キャンプ・ハンセン周辺における水質汚染に関する意見書　手交

ＱＲコードを読み取ると議会中
継サイトに繋がります。

金武町議会では、検温、手指消毒
や議場内の換気、議員間及び職
員間にアクリル板の設置等新型
コロナウイルス感染症対策を
行っています。
金武町ホームページからもご覧
になれます。

　令和３年 11月 15日（月）、嘉数義光議長、米軍基地問題対策調査特別委員会の伊藝

菊博委員長、松田健人副委員長が小野功雄沖縄防衛局長、梶田尚文外務省沖縄担当大使

に対して 11月９日の臨時会で議決した「キャンプ・ハンセン周辺における水質汚染に

関する意見書」を手交した。

　意見書の内容については、21ページをご覧ください。

議員席間に設置したアクリル板

小野功雄沖縄防衛局長（左側）へ手交 松本尚文外務省沖縄担当大使（左端）へ
手交（梶田拓磨副所長対応）


